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公 共広 告 と して の ポス ター

堀 口 隆 志

9点 のnon-commissionedposter。 こ れ らは私 が1974年 か らの7年 間 に公募展

へ 出品 した40点 近 くの 自主制作 ポ ス ター か ら抜萃 した もの で,テ ー マは社会 問

題 で ある。1960年 代 の後半 、高度成長 の最盛期,販 売促 進 のための デザ イ ンに

没頭 して いた時,ふ と,こ れで社会 に貢献 してい るの だろ うか と,疑 問 を抱 く

ことがあった。 その よ うな私 と公共広 告 との出合 い は1970年 夏 期 広告電 通大 学

に参加 して大 阪会場 に掲示 されたアメ リカの公共広 告 ポス ター を見 た時 であ る。

Advertisingcontributedforthepublicgoodと して制 作 され 「すべ ての

人 に愛 を!」 と人種差別 問題 を訴 えて いた。 強 い感銘 を受 けた のは言 うまで も

ない。 この夏期 大学 のテーマ は 「広 告 と人 間性 」 であ り時期 的 に当 を得 た企 画

で あった。 それまでの企業上層部 の公共広 告 に対す る関 心は非常 に少 な かった

と言 って も過 言 でない。 しか し,ア メ リカ か ら打 ち寄 せ るコ ンシューマ リズム

の波 は 日本 にも影響 を与 え始 めた。 その ような空気 をい ち速 く察 知 したの は広

告関係者 で あった。1970年6月,ニ ュー ヨー クで開か れたIAA(国 際 広告協

会)大 会 では公共広 告 をテーマ と した議 論 が行 な われ た。 そ して この会 議 は参

加 した 日本の企 業家た ちに,公 共広告 の あるべ き姿 を改 めて強 くイメー ジづけ

たので ある。企 業家 た ちは広 告 を通 じて社会へ の責任 を果 さな ければ な らない

と考 えるよ うになる。 しか し,本 音 は広告 の立場 を守 るため先 手 を打 った と言
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点 字毎 日1974 ボ ラ ンテ ィア活動1974

ガ ン死急増1976
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えるかも しれない。 やがて アメ.リ.カのBBB(BetterBusinessBureau)の よ

うな組織 であ るJARO(日 本 広 告審査機構)が1974年 に設立 され るこ ととなる。

JAROに 先 駆 けて1971年 関 西 公共 広告機構 が発足 す るが現在 は全 国的規模 で社

団法 人公共広告機構(JapanAdvertisingCouncil)と な ってい る。広 告活動

実績(正 規料金換 算)は1980年 で50億 円 で あるが,先 輩格 の アメ リカのAC(Ad-

vertisingCouncil)は1979年 実 績 で約1400億 円 の広 告投下量 となって いる。

日本 の場 合,媒 体 と して新聞広 告,雑 誌広 告,テ レビ,ラ ジオが殆 ん どでボス

ターは一度 あ るのみで あ る。過去 に公 共広告機構 が行 なったキ ャンペ ー ン内容

を調 べて み ると,公 共心,環 境,資 源,健 康,福 祉,ボ ラ ンテ ィア,献 血,身

障者保 護,連 帯 感,ゴ ミ問題,青 少年 の非行,自 殺,エ ネルギー問題,家 庭 内

教育,生 きがい,高 齢 化社会 となってい る。

京 都教育大学 では デザ イ ン制作(4回 生)の 課題 の ひとつ に テー マ を公共広

告 とす る全15段 の新聞広告 をと り上 げて いる。 問題 の提 起 か ら制作 まで,毎 実

習 時 には学生 と教官 とのデ ィスカ ッショ ンによって各 自の制作 を進 めて い く。

その過程 におい て,特 にコ ンセ プ トづ くりにおいて学生の学 ぶ もの は非常 に多

く,幅 広 い もの となる筈 であ る。

私 は公共広 告 と してのポス ター制作 に当 って も新聞広告 と同 じステ ップ を踏

むべ きと考 える。細 かい技術 にと らわ れず,訴 えるべ き内容 を確 実 に訴 え,コ

ンセ プ トを見失 わない こと。対象 が広 範囲 であ るため,で きるだけ シンプルで

わか りやす くす ると同時 にダイナ ミックで注 目を惹 く視覚化 を考 えること。 短

文で もすべ て を表現す る奥深 い内容 を秘 めてい るもの を作成 す るこ とな どが留

意 すべ き点 であ ろ う。 ポス ターで あっ ても新 聞広 告 と同様 に見 る人 とまず秒 単

位 の接触 とな る場合 が多い か らで ある。

私 は公共広 告 を制作 す るた びに,た とえマス媒体 にの らな くて も,ま た報酬

が な くて も,デ ザ イナーは一社会 人 と して,働 く時間 の何 分の一 か を社会 への

ア ピールのため に使 うべ きだ と考 える。
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ホ モサ ピエ ンス1977
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航空公害1975
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汚染 日本1975 差別語は凶器1979

帰 らぬ父1977 54%も あ る新聞広 告1976
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